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は じ め に
数でみれば大気エアロゾル粒子のほとんどは，超微小粒子域（ ?＜ ）に分布して
いる．超微小粒子数濃度は （ ）濃度を計測する方法で，昭和基地


































測室の詳細は， （ ）， （ ）に述べられている．地上での
（ ?＞ ）濃度はモニタリング観測で使用されている
（ ）データを使用した． データの計測時間分解能は 分である．
極微小粒子域（ ? - ）の粒径分布を得るために， （
）を使用した．極微小粒子域の揮発粒子成分と非揮発性粒子
成分の観測のため， （ ）の （ ）
に大気を導入する前に昇温デニューダーを設置した．昇温デニューダーを取り付けた
（以下， ）では，図 に示したように室温， °， ° の各温度で粒径分
布を計測するようにした．南極ではエアロゾル数濃度が極めて低いため，昇温プログラム
では各温度域でのデータ積算時間を 時間とした． の昇温プログラム サイクル
にかかる時間は 分である． の計測粒径範囲は， - である． ，
共に， 粒径分布データスキャンにかかる時間を 分に設定した．外気温と室温（























大きな差は得られなかった． ° スキャンの の粒径分布では， ?＞ （微
小モード）で粒子数が著しく減少し，超微小粒子モード（ ? - ）では分布が粒径





° スキャンでは，ほとんどの粒子が揮発していた．本研究では， ° 昇温でも残存す
る粒子を「非揮発性粒子」と定義する．
図 に， と 計測から得られた積算粒子数濃度比と昇温温度の関係を示す．
室温 ° までは濃度比がわずかに減少する変化を示していたが， - ° で大きく減
少していた． ° での濃度比はいずれも＜ となっていたため，揮発性粒子と非揮発性
粒子を分けるには ° で充分だろう． - ° で著しく揮発する特性は，昭和基地（
），南極沿岸海洋域（ ），海洋境界層（
）で観測された揮発特性と類似していた．
夏季には ???と ? ??の濃度が超微小粒子域でも増加していた（
）． ??と ???のモル濃度比は，夏季に より大きくなることが多かっ
た（図 ）．そのため，夏季の超微小粒子の平?的な組成としては， ? ? 粒子や ? ?
粒子ではなく， ?? ?や ? ?に近い粒子が多く存在していることが?えられ
る．
? ?や ? ? は， ° 以下でほとんどが揮発する特性を示す（
）．一方， ?? ?や ? ?は， - ° あたりで大きく揮発する特性を示す
（ ）．図 で得られた揮発特性， ??と ???








り， ° のスキャンでは超微小粒子モード（ ? - ）の粒径変化は大きくなかっ

































非揮発性粒子の割合を求めるため， （ °）データと同時刻に得られた （室
温）データから得られた積算粒子数濃度の比を求めた．図 で示したように の計測
を若干過小評価していたため， データを基準にして データの補正をした．非
揮発性粒子の割合を求める積算粒子数濃度は， と データの両方がある ?
- の積算値である．
図 に，非揮発性粒子の割合と， ?＜ μ のエアロゾル粒子成分の割合の季節変化を
示す．図 で示したように，夏季は非揮発性粒子の割合が低く，揮発性粒子が多くを占め




図 に示すように，夏季は ???， ? ??の割合が増加していた．冬季には， ?の
割合が 前後まで増加していた．夏季の ???は主に ???であり，冬季の ???は
主に ???に相当していた．前述のように，夏季の揮発性粒子は主に硫酸塩粒子
（ ? ?や ?? ?）で構成されている．揮発性粒子の割合が高くなる 月中旬~




月上旬には， ? ??の割合も増加していた． ? ??は海洋性生物活動起源の の
光酸化で生成するため，海洋生物活動起源物質が揮発性粒子あるいはその前駆物質の主な
発生源であると?えられる．
冬季には ?の割合が増加していた．また， ?と ?の相関関係も良く，
?＝ ?－ ，
の関係が得られた．そのため， ?は海塩成分であると?えられる．海塩粒子は約 ° で
揮発するため（ ），本研究では海塩粒子を非揮発性粒子に分類し
た．以上から，冬季に存在する非揮発性粒子のほとんどは海塩粒子で構成されていると?
えられる．最近の海洋境界層の観測（ ）やモデル（ ? ）
から，海洋表面起源の超微小海塩粒子が存在することが示唆されているため，海洋表面か
らの海塩粒子放出が，冬季に観測される超微小海塩粒子のソースの つと言えるだろう．
図 に， ?＜ μ の ?濃度と ???濃度の関係を示す． ???濃度は， ?
濃度を指標として海水組成比（ ）を用いて計算した． ?濃度が増加するに従
い， ???濃度が負の値をとる傾向があった． （ ）や
（ ）が示したように，この ?と ???の関係は，海氷上での




図 ?＜ μ で得られた ?と ???の関係
? ??? ?＜ μ
原圭一郎ほか
冬季の非揮発性粒子の割合減少








発性粒子の割合が高い時（ 月 日， 日）には，空気塊は海洋~海氷域や沿岸域から昭和
基地に輸送されていた．この荒天時の空気塊の輸送や海塩粒子の増加は， （ ）
の結果とよく一致していた．一方，図 に示したように，非揮発性粒子の割合が減少する
時（ 月 日， 月 日）には内陸上空から空気塊が沈降してきていた．冬季の南極自由
対流圏中の 濃度は＜ ??まで減少することがあるが（原ほか， ），上空では硫
酸粒子のような揮発性粒子の割合が高いことが予想される．
冬季に卓越する超微小海塩粒子と大気化学過程との関係

























μ では， ???や ? ??の割合が増加しており，揮発性粒子は ???や ? ??
を主成分としていることが示唆される．揮発性粒子は ° 以下と ° 前後で揮発する




られていた．冬季の非揮発性粒子の割合は，＞ となることがあった． ?＜ μ では，
?や ?の割合が増加しており，冬季の超微小粒子のほとんどが海塩粒子で構成されて
いることが示唆される．また， ?＜ μ の海塩粒子にも海氷上での
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